
簡易評価型プロポーザル提案書評価要領 

（企業向けテレワーク促進セミナー開催業務委託） 

  

１．目的 

  この要領は、簡易評価型プロポーザル方式により委託事業者を決定する場合における提案書

の評価方法について、必要な事項を定めることを目的とする。 

  

２．事業者の選考 

（１）提案書の評価及び事業者の選考は、選考委員会を設置して行う。 

（２）選考委員会の委員は別に定め、商工部人材・働き方政策課が庶務を行う。 

（３）選考委員会は、提案書の提出者かつプレゼンテーション参加者の中から、最優秀者１社を

選考する。 

  

３．選考方法 

（１）提案書の記述が要件を満たしていない者は特定しないこととする。 

（２）提案書のプレゼンテーションは、各事業者２人以内、準備・片付け各５分間、20分間の持

ち時間で提案書に基づいたプレゼンテーションを行い、質疑応答を 10 分間行う。 

（３）提案書の記述項目、プレゼンテーションの内容に関して、選考評価基準を基に各委員が採

点する。 

（４）各委員の評価点数を事業者毎に集計し、点数の最も高い事業者を最優秀者として決定する。 

（５）評価点が同点となった場合は、各委員による無記名の選考投票で過半数を超えた事業者を

最優秀者として決定する。１回目の投票で過半数を超える事業者がいない場合は、最多投票

者の事業者と次点の事業者で決選投票を行い、決定する。 

（６）提出された提案書が１件であった場合は、プレゼンテーション及びヒアリングをした後、

選考委員会において、審査、評価の上、協議し、適切と認めたときは優秀な提案者として先

行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．選考評価基準 

 

評価項目・基準 配点 

１ 提案書の表現力（情報処理・資料作成・プレゼンテーション能力） 

 ・理解しやすい表現、簡潔・平明な提案書及びプレゼンテーションか 

15 点  ・情報やデータの用い方、分析・処理の仕方が適切か 

 ・矛盾や飛躍がなく説得力のある論理構成か 

２ 提案の内容 

 ・依頼者の考え方、条件、要望に沿った提案内容か 

35 点 

 ・具体的且つ実行性のある提案か 

 ・セミナーの内容等が、参加企業にとって魅力的であるか 

35 点 

 ・セミナーの内容等が、事業の目的に照らして効果的であるか 

３ 業務実施体制 

 ・類似業務の実績が十分にあるか 

10 点 

 ・提案を実施できる体制、合理的な作業手順やスケジュールか 

４ 費用見積もり 

 ・算出内訳が明確で、適切な見積もりであるか 5 点 

評価得点の合計 100 点 

 


